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　地方自治制度において、市長と議会は、ともに市民から直接選挙によっ
て選ばれた代表であり、市政を担う車の両輪である。両者は市民福祉の
向上のため、互いに尊重し、緊張関係を保ちながら議論を尽くす責務を
負っているが、西条市長　高橋敏明君によるこれまでの市政運営におい
て、その根幹たる信頼関係は、もはや回復不可能なまでに損なわれてい
る。 
　その主な理由として、第一に、市長の職員に対するパワーハラスメント
問題への対応である。本件は市政の信頼を著しく失墜させたにもかかわ
らず、市長は令和８年３月定例会第２日目の本会議において騒動を起こし
たことへの反省を述べたのみで、直接の被害者である職員に対する真摯
な謝罪の言葉はなかった。組織の長として、また、市政の最高責任者とし
て、職員と市民の心情を余りにも軽んじるその姿勢は、リーダーとしての
資質に根本的な疑問を抱かせるものである。 
　第二に、議会と市民を欺く二元的な言動である。市長は、本会議では
反省の態度を示しながら、自身の後援会ニュースにおいては、約２６億円
規模の内閣府の新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付
金）事業が頓挫したことに関し、あたかも議会が市長からの説明を妨げ
たかのような、事実に反する内容を掲載した。更に高橋敏明後援会主催
の市民健康フォーラムでは、パワーハラスメントは議会と職員にはめられ
たという後援会長の根拠のない虚偽発言を制止することもなかった。議
会という公の場と、自身の支持者向けの場での発言を使い分けるその態
度は、議会を軽視し、市民に混乱と不信を招くものであり、健全な二元代
表制を根底から覆す行為である。 
　第三に、本議案は政策の不一致を問うものではなく、市長個人の資質
を問うものである。選挙で信託を得たとはいえ、それは市政運営における
白紙委任を意味するものではない。市民への説明責任を果たさず、議会
との信頼関係をみずから崩壊させる行為は、その信託に応えているとは
到底言えない。
　市長のこれまでの姿勢や言動を確認する限り、公正で信頼ある市政運
営の回復は不可能と判断し、市民の負託に応え、西条市の未来に対する
責任を果たすため、ここに議決をもって、市長の不信任を表明するもので
ある。 
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議員提出議案
　3月定例会最終日（3月18日）に、議員提
出議案として下記の決議案が提出され、審議の
結果、原案可決となりました。

西条市長  高橋敏明君に対する不信任決議

議員提出議案

　３月定例会最終
日（３月18日）
に、議員提出議案
として右の決議案
が提出され、審議
の結果、原案可決
となりました。

西条市職員の労働
環境改善及び市政の
正常化を求める決議

議案書
全文は
こちら

　令和８年３月16日に株式会社エンカレ
ッ ジ の 玉 野 聖
子 氏 を 講 師 に
招 き 、 Ａ Ｉ の
活 用 と コ ン プ
ラ イ ア ン ス に
つ い て 、 実 演
を 交 え た 講 義
を受けました。

令和7年度第2回議員研修会
を開催しました

国へ意見書を提出しました
　３月定例会最終
日（３月18日）
に、委員会提出議
案として右の意見
書案が提出され、
審議の結果、原案
可決し、内閣総理
大臣をはじめ関係
機関に送付しまし
た。

日本国国章損壊罪
の新設を求める
意見書

議案書
全文は
こちら

編
集
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記
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こちら


